
心掛けていること

・信頼関係

・ハイテク対応

・設備の共同利用と有効利用

(スリムで自由度のある設備)

・オープンコラボレーション

・異文化の融合

その他、市場原理、自由競争、

競争的だけでなく協調的

(目的達成のための集中力と、全
体の利益を考えサービス精神旺
盛で協力し合うことの両面）

コメント

・特許

・企業の支援

・インターンシップ

・ベンチャ起業

・兼業

・技術流出

・アウトソーシング

・評価

・研究レベルの向上



信頼関係

・社会に役立つ実学：楽しいだけの自己満足ではなく、役立つ
ことに誇りや喜びを感じる。

・知識情報の提供：技術相談（使った機密書類は持ち帰っても

らう）。情報の蓄積・整理（プロシーディングなどの入手）、
自由に利用。

・セミナー開催：隔年３日の集中講義（OHP 1000枚、縮小コ
ピー配布、事前申込不要（昨年80人の部屋に180人参加））他

・新技術の発信

・設備提供他



セミナー(集中講義)参加者のレポート



ハイテク対応

・ハイテク多品種少量生産は日本が目指すべき方向の一つ。

・これを産業の柱したベンチャ企業や雇用の創出が望まれる。

・大量生産品では価格競争で苦しむため、人件費の安い所で生産す
ることになり空洞化につながる。資源・ごみ問題や貿易摩擦の解決
にも、必要な数だけ供給する多品種少量生産が求められている。

・しかし高付加価値のハイテク多品種少量生産品となると、多様な
知識を集約し大掛りで高価な設備を必要とするため、採算の合う状
態でのビジネスは容易ではない。

・これには研究開発の高効率化や「設備の共同利用と有効活用」な
どの工夫が必要である。

・研究開発を低コストで短期間に行うには、異なる分野間や組織間
での「オープンコラボレーション」や「異文化の融合」が大切。



設備の共同利用と有効利用（一般）

・新しい設備投資をせずに外部施設で試作品を作ってみれれば、研究開
発コストを下げられリスクも掛けられる。

・ ハイテクベンチャや中小企業が公的機関の共同研究(試作)設備などを
研究開発や少量生産に利用するのは「スピンイン」と呼ばれ、欧州など
で盛んに行われている（仏 LETI、英ラザフォード研、台湾 ITRI他）。

・半導体関係では開発・生産設備が巨大化し、企業の負担は大きくなってい
る。同時に、市況の波の周期は短く振幅が大きくなり、企業の開発生産リスク
は増大している。

・既設設備が有効利用され、公的資金がもっと有効に活かされる必要が
ある。欧米などでは大学内に国のプロジェクト施設などが設置され、そのプロ
ジェクト終了後も大学側で有効に活用されている。また企業などの使わなくな
った設備がもっと有効利用されるべきである。






